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科目名 代数学Ⅲ

5231101

教育学部

n乗根

山内　紀夫

期待される学修成果 基礎教養　教科教育 ED3MAL305

到達目標及びテーマ
＜テーマ＞ 方程式論と体・群
＜到達目標＞ 代数方程式の解法を理解し，それを通して体や群などの代数構造の基本と数学的意義が理解できること

担当教員

授業の概略
まず，高校までに学修した2次方程式の解法を振り返ることから初めて，3, 4次方程式の解法を考察する．
　それが単なる式の変形などのテクニックのみによるものでないことを理解し，さらに高次の方程式を解くために必要な数体と置換群の概念と取
り扱いを学修する．それらを通して，5次以上の方程式が代数的には解けないことを理解する．

授業計画

代数方程式とは

3次方程式 −カルダノの解法ー

まとめ

4次方程式 −フェラリの解法ー

数体

多項式と有理式

根の多項式ー2, 3次方程式

対称群

対称式

基本対称式での表現

対称有理式

3次方程式の群

4次方程式の群

5次方程式ーアーベルの定理ー

レポート

定期試験

事前学修 2時間
2年次までに学修した代数学の知識・理解を確実にしておくこと．
各回の授業で必要な準備があればその都度指示する．

事後学修 2時間
各回の授業を自分なりにまとめて理解しておくこと．分らない事は次回の授業またはオフィスアワーで質問できる
ように疑問点を整理しておくこと．
練習用の例題・問題を提示するので，解く努力をすること．

成績評価方法 割合 評価基準等

定期試験
次の点について，出題し評価する．
(1) 授業で学修した方法を利用して具体的な方程式を解く事が出来るか． (2) 方程式と群の関係を理解し，説明する事が出来
るか．

上記以外の試験、
平常点評価

教科書 使用しない．

参考資料 必要に応じて授業時に紹介する．



（この書式はシラバスとセットにします） 

岐阜聖徳学園大学「代数学Ⅲ」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供し

ます。 

科目名 代数学Ⅲ 

時間割 毎週火曜日 4 時限目  １４時５０分開始 １６時２０分終了 

初回の授業日 ４月１０日（火） 

講義室 羽島キャンパス 7 号館 2 階 7204 講義室 

注意事項 授業が始まったら、休講などの連絡は学内の掲示板または休講通知メールシステムを使います。 

 

授業についての 

問合せ 

羽島教務課（058-279-3493） 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 

交通アクセス 岐阜バス 

岐阜駅から「岐阜聖徳学園大学」行乗車。終点下車。 

備 考 ホームページ：http://www.shotoku.ac.jp/ 

 


